
 

 

 

 

 

 

 

2019 年 4 月 3 日 

 
ミサワホーム北海道と北海道長沼町が 

FC バルセロナサマーキャンプに協力 

○ ミサワホームグループのまちづくり包括連携協定先「北海道長沼町」での開催が決定！ 

○ FC バルセロナ コーチ陣の直接指導が受けられる小・中学生向けのサマーキャンプ  

○ 長沼町総合公園や温泉施設など、町の公共施設を活用して受け入れ態勢を整備  

 
ミサワホームグループのミサワホーム北海道株式会社（本社 北海道札幌市白石区／代表取締

役社長執行役員 三村勇司）は、当社グループとまちづくり包括連携協定を締結している北海道

長沼町とともに、今年 8 月に開催される FC バルセロナサマーキャンプ（開催地：北海道長沼

町）に協力します。 

 
FC バルセロナキャンプ（主催：株式会社 Amazing Sports Lab Japan）は、小学 1 年生か

ら中学 1 年生の子どもを対象に 2007 年より日本各地で開催されており、その参加者数は延べ

5,000 名を超えています。世界的なサッカーチームである FC バルセロナのコーチ陣から直接

指導を受けられるほか、MVP に選出された参加者はスペイン・バルセロナへ招待され、現地

のバルセロナスクールでトレーニングが受けられるチャンスが与えられるため、サッカーに打

ち込む子どもたちにとって憧れのイベントです。今年のサマーキャンプは全国 13 ヵ所での開

催が予定されており、そのうち、ミサワホーム北海道と長沼町は北海道会場で開催されるサマ

ーキャンプに協力します。 

 ミサワホーム北海道、ミサワホーム総合研究所、ミサワホームと長沼町は、2017 年 3 月に

包括連携協定を締結し、定期的に「まちづくり推進連携会議」を開催するなど、町のにぎわい

創出に向けた取り組みを進めています。昨年は、ミサワホームグループと長沼町、地元企業な

どとの取り組みが総務省の「ふるさとテレワーク推進事業」に採択され、町内の空き店舗をテ

レワークオフィスとして整備することで、地方部にいながら都市部の仕事を行う「ふるさとテ

レワーク」を試行しました。現在は、新千歳空港から車で約 30 分、札幌市から約 50 分という

長沼町のアクセスの良さを活かした移住・住み替え推進策や、町内施設の稼働率向上策などに

ついても検討を進めています。FC バルセロナのコーチ陣やスタッフ、参加する子どもたちと

そのご家族が長沼町に集まる今回のサマーキャンプでは、町内の長沼町総合公園をトレーニン

グ施設として、また温泉施設を宿泊地として有効利用する予定です。 

 
ミサワホームグループと長沼町は、今回の取り組みを通じて FC バルセロナサマーキャンプ

の成功に貢献するとともに、長沼町のさらなる地域活性化に向けたさまざまな取り組みについ

ても引き続き進めていく考えです。 

 

ミサワホーム株式会社 〒163-0833 東京都新宿区西新宿 2-4-1  Tel.03(3349)8088（広報直通） 



■「FC バルセロナサマーキャンプ 2019」北海道会場について 

開 催 日：2019 年 8 月 1 日（木）～4 日（日） 

開催場所：長沼町総合公園（北海道夕張郡長沼町南町 2－3） 

主 催：Amazing Sports Lab Japan 

協 力：ミサワホーム北海道、長沼町 

 

 

【昨年のキャンプの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪本キャンプに関するお問い合わせ・お申し込みについて≫ 

FC バルセロナキャンプ 2019 公式ホームページ 

http://juniorcamp.pl.shopserve.jp/ 

※5 月中旬から受付開始 

 

FC バルセロナキャンプ事務局 担当：米山・梶本 

E-mail：info@aslj.net   TEL：03-6674-2707 

以 上 

 

 

＊この件に関する問い合わせ先＊ 

ミサワホーム株式会社 経営企画部コーポレートコミュニケーション課  

奥本博之 佐野遥香 

TEL:03-3349-8088 FAX:03-5381-7838  

E-mail:Haruka_Sano@home.misawa.co.jp 
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